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小国町「アステリアの森」
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中期経営計画
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26.9億円

6.2億円

売上収益

調整後EBITDA

45億円

１０億円

2021年3月期

実績

2024年3月期

計画

+67.4%

+62.5%※調整後EBITDA＝営業利益＋減価償却費

                          ±のれん減損、未実現買収対価、未実現評価損益等

FY2021


仕込み
FY2022


仕切り
FY2023


仕上げ
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2022年3月期 通期予想

4

26.9億円

8.2億円

売上収益

営業利益

29億円

１０億円

2021年3月期

実績

2022年3月期

予想

8.1億円 当期利益 8.5億円

※ソフトウェア事業が好調

※デザイン事業はコロナ影響続く

※投資事業が好調

※ソフトウェア事業はコスト増

親会社の株主に帰属する

※2021年9月30日公表
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ソフトウェア事業

デザイン事業

投資事業デザインサービス

エンタープライズ

2021年3月期まで

ネットサービス

報告事業単位再編

中期経営計画「STAR」

Asteria Vision Fund
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デザイン事業

投資事業

各事業の構成

創業事業：企業向けソフトウェア製品

主要拠点：日本（東京）

創発事業：2017年のM&Aにより開始

主要拠点：英国（ロンドン）

創造事業：2019年にAsteria Vision Fund開始

主要拠点：米国（テキサス州プレイノ市）

ソフトウェアセグメント

投資セグメント

ソフトウェア事業
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ソフトウェア事業

デザイン事業

投資事業

各事業の責任者

常務執行役員


熊谷 晋 (KUMAGAI, Susumu)

This Place CEO (当社執行役員)


Dusan Hamlin

Asteria Vision Fund 代表


吉田 晋司 (YOSHIDA, Shinji)
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ソフトウェア事業

デザイン事業

投資事業

各事業の第１四半期
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538

581
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100

136

前期比 


108.0%

前期比 


73.2%

サブスクが順調

海外のコロナによる

顧客ダメージ影響

✓ 売上計上は基本的に無し

✓ 損益計上は投資先の評価替え 

および為替による

（百万円）

（百万円）

8

第１四半期新規投資
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✓ソフトウェア事業におけるストック型（リカーシブ）

売上比率は７割を超えた。

売上種別構成

29.8%

ストック型

フロー型

70.2%

サポート

サブスク 

ライセンス

25.8%

44.4%

※サポート売上は、ライセンス売上に付帯してライセンス
金額の15%相当額を毎年サポート（技術問い合わせと
製品のアップデート）料金として継続的にいただくもの

ソフトウェア事業

29.8%
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※R.チャーン：月間売上総解約率。 
第１四半期３カ月平均。

（千円） （千円） （千円） （千円）

24ヶ月で


7.3倍
24ヶ月で


39倍

ソフトウェア事業 MRR（Monthly Recurring Revenue）と解約率
✓４製品中３製品が飛躍的延び。

下半期に

新製品投入

下半期に

史上最大販促
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ソフトウェア事業 サブスク製品最新事例（一部）

✓それぞれの製品の特長を活かした事例が続々と。

Platioでアプリを開発し


森林保全活動を推進 

アスリートを支える


最新テクノロジーの融合

島津製作所 

サイボウズ”kintone”と連携し

システムを刷新！ - ㈱ダイブ

https://www.asteria.com/jp/warp/case/c_dive/

https://www.asteria.com/jp/news/press/2021/09/09_01.php

https://www.gravio.com/jp-case-article/asics
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デザイン

戦略

企業

クライアント

（当社顧客）

クライアントの

お客様

価値

認知度
対価英国,米国,香港

中計期間に

開始予定

英国
米国

香港

デザイン事業 コロナの影響が続く

ビジネスモデル
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AVF

Asteria Vision Fund


(テキサス州）


2019年設立

台湾
日本

オーストラリア

アメリカ

AVF-1が保有するFVTPLの金融資産
の公正価値の評価差分を計上。

AVF 投資先投資

株式
営業損益計上 評価額増減実現/未実現


損益計上

出資

損益

投資事業 新たにブロックチェーン関連に出資

ビジネスモデル
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販売管理費の推移と内訳
✓「中期経営計画STAR」に基づき、「人件費+募集採用費」および「広告販促費」

が計画通りに増加。


✓「その他」は「支払報酬（主に監査・弁護士報酬）」前年比で増加
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33.0%
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48.0%

その他
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＋ 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第１四半期

2022/3

第１四半期

販
売
管
理
費

前期比

124.4%

97.0%

122.5%

369.4%広宣販促費

研究開発費
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166

（単位：百万円）
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133

501
477
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33

200
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主要項目別販売管理費/構成比の推移（３カ年比較）
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人件費/率

45.2%

227

３９.9%

190

旅費交通費/率

広宣販促費/率

8.4%

33

42

6.9%

7.0% 33

2 0.5%

191

3

11
4.8%

地代家賃/率
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29
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売上収益から営業利益までの内訳
✓ 「中期経営計画STAR」に基づいた「販管費」の増加により営業利益が減少。
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製品・サービス原価: 116

販管費: 501

681

2022年3月期 第１四半期

アーンアウト:  ー

400

0

売上原価

その他の収益/費用

26

600

200

売上収益 営業利益

90

（単位：百万円）

※アーンアウトは今年度が最終年度
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（
単
位
：
百
万
円
）

通期営業利益の推移（過去10年間実績＋予想）

東証一部


指定替え

IFRS日本基準

プライム


市場へ

予想

This Place


ショック
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経営指標の推移（前年同期比）
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With コロナ

ニューノーマルに適応した事業成長

19
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コロナ禍と生産性

82%

14%
4%

テレワークの方が生産性が高い

テレワークの方が

生産性は変わらない

一般調査

(2020年6月）

生産性が低い

８割以上の社員が

生産性低下

※出所：内閣官房 成長戦略会議事務局「コロナ禍の経済への影響に関する基礎データ」（平成3年2月）


　　　　　p.12「日本のテレワーク／日本の在宅勤務の生産性」



FYE2022/3 Q1 個人投資家向け決算説明会 21

アステリアにおける生産性

82%

14%4%

テレワークの方が生産性が高い

テレワークの方が

生産性は変わらない

11%

42%

47%

一般調査

(2020年6月）

アステリア全社員対象調査


(2020年7月）

生産性が低い

半数近くの社員が

生産性向上
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新しい働き方が定着

82%

14%4%

テレワークの方が生産性が高い

テレワークの方が

生産性は変わらない

11%

42%

47%

一般調査

(2020年6月）

アステリア全社員対象調査

生産性が低い

2020年7月

4%
18%

78%

2021年7月

8割近くの社員が

生産性向上
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Increase 


LocationsQuarter size  

for MTG only

従来型

Office

リモート

Office

リゾート

Office

サテライト

Office

センター

Office

バーチャル

Office

リモート

Office

コロナ前 パンデミック

(Lockdown)

ニューノーマル

オフィスを再定義

ウェルビーイングの向上と


生産性の向上を両立

場所と時間が

フレキシブルな

ABWを実現
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新・センターオフィス

センターOffice

配信スタジオ

恵比寿プライムスクエアタワー

必要な時に必要 

な人が集う場所

2021年10月

稼働開始

家賃は

コロナ前の

半分以下
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中部事業所

6月1日営業開始

名古屋駅前KDXビル内

熊本R&Dセンター

6名中3名が首都圏から移住

センターOffice

配信スタジオ併設

✓分散させるだけでなく、サービスオフィスを活用しポータビリティを向上

　働く場所の分散

西日本事業所

Regusに移転
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東証市場再編→プライム市場へ

2022年４月から


プライム市場確定

出所：jpx.co.jp
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個人投資家向け


2022年3月期Q1決算説明会

お問い合わせは：03-5718-1655
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本説明会及び説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、

現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に 

不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな 

要因の変化等により、これらの見通しと異なる場合があります 

ことをご承知おきください。

（証券コード：3853）
LINEによるIRニュース


